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1.　洗浄 の物理化 学的 研究に比し， その機械作用を定

量的にし らべた研究成果は 少い。 われわれは木綿人工汚

染布を直接攬絆 するモデル 装置および噴流型洗たく機の

攬絆羽根 の回転速度を可変 にし た実際装置を両用し て，

洗浄効果に及ぼす攬作速度 の影響 をし らべた。

2.3.　a ）モデル装置 による結果200 ～1600rpm の速

度で種々の外径のガラ ス円筒 に,   4 種 の高さに木綿 人工

汚染布を固定し，それぞれ の洗浄効 率を求 めた。 その結
果

（i  ）600 ～800rpm に洗 浄力 の極大値 がある。高速度

回転では起泡が著し く，こ のため洗 浄性 が阻害される。

（:iiで） 容器 の径，内容洗浴 量， が洗浄力 に影響 を及ぼ

す が洗浴 との相対速 度の大きい 程洗浄力 は大きい。

（iii） 洗浴 の底部 に近い程， 起泡による影響 をうけに
くいので，洗泡力は大 きい。

b ）実際装置による結果　フーバ ー噴 流型 洗 た く 機

（m 量24/）を改造し,   100～800rpm  （l,200rpm  以 上で

は運転不能）で，汚染 布のみ，補 助布V4 枚（25g ）1 枚

（lOOg ）,   5枚,   10枚 で洗浄を行った。いずれも600rpm

に洗浄力 極大値 を得 たが,   10枚（l,OOOg）の荷重 では800

rpm で既に著しい抵抗があ り正規の運転は不可能 とな っ

た。400rpm  以下で の洗浄 効率は著しく低く殆ど実用性

がない。（lOOrpm で洗浄効率15～25％）

これ らを綜括し て攬 伴速度 には起泡性 と機械的 な抵抗

とが大き く影響 することがわかった。


